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●令和７年度を振り返って
●中央会ニュースクリップ
●中小企業トピックス
●内田俊宏の経済トレンド

●景況天気図
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テレワーク導入におけるデジタル化、セキュリティ対策、
人事労務管理など、様々な課題解決をサポートいたします。
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ご相談
無料

2024年 4月
ウインクあいちに
移転しました！
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～
令
和
７
年
度
を
振
り
返
っ
て
～

愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　
専
務
理
事
　
佐
々
木
　
靖
志

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
本
会
の
事

業
に
格
別
の
ご
協
力
・
ご
高
配
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
を
振
り
返
る
と
、
我
が
国
経
済
は
設
備
投
資

と
賃
上
げ
が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
な
ど
成
長
に
向
け
た
兆

し
が
見
え
た
一
方
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
に

と
っ
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の
高
止
ま
り
や
物

価
高
、
深
刻
な
人
手
不
足
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
や
日
中
関
係
の

悪
化
な
ど
の
多
様
な
課
題
を
抱
え
る
中
、
価
格
転
嫁
が
十
分

に
進
ま
ず
、
大
幅
な
賃
金
の
引
上
げ
を
求
め
ら
れ
る
な
ど
大

変
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
た
一
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、
関
係
団
体
で
あ
る
「
あ
い
ち
女
性
中
央
会
」
が
企

画
・
運
営
し
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
レ
デ
ィ
ー
ス
中

央
会
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
あ
い
ち
」
は
、
多
く
の
方
の
ご
協

力
を
得
て
大
好
評
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
連
携
の

重
要
性
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
地
域
産
業
の
す
そ
野
を
支
え
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
は
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
、

組
合
の
持
つ
知
恵
や
力
を
活
用
し
な
が
ら
、
課
題
解
決
に
積

極
果
敢
に
挑
戦
す
る
と
と
も
に
、
企
業
自
ら
が
変
革
し
、
生

産
性
を
高
め
る
な
ど
稼
ぐ
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
こ
う
し
た
取
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い

る
会
員
の
皆
様
を
支
援
す
る
た
め
、
基
幹
事
業
で
あ
る
組
合

運
営
支
援
・
組
織
化
推
進
事
業
や
必
要
な
情
報
を
分
か
り
や

す
く
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
届
け
す
る
広
報
事
業
、
働
き
方
改
革

な
ど
の
課
題
解
決
に
専
門
家
を
派
遣
す
る
「
制
度
改
正
等
の

課
題
解
決
環
境
整
備
事
業
」、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
の
制

度
変
更
対
応
を
支
援
す
る
「
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事

業
」、
監
理
団
体
等
の
事
業
運
営
の
適
正
化
や
育
成
就
労
制

度
移
行
へ
の
情
報
提
供
を
行
う
「
外
国
人
技
能
実
習
制
度
適

正
化
指
導
事
業
」
の
ほ
か
、
本
会
独
自
事
業
と
し
て
組
合
等

が
行
う
展
示
会
等
の
出
展
・
開
催
、
広
域
組
合
等
が
行
う
研

修
事
業
等
を
支
援
す
る
「
組
合
等
課
題
対
応
支
援
事
業
」
や

「
販
路
開
拓
」、「
人
材
確

保
」、「
脱
炭
素
経
営
」、

「
事
業
継
続
」
に
対
す

る
支
援
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
重
要
課
題
で

あ
る
価
格
転
嫁
対
策
と
し
て
は
、
団
体
協

約
制
度
の
周
知
や
活
用
支
援
を
行
う
「
価
格

転
嫁
対
策
支
援
事
業
」
を
新
た
に
実
施
し
た

ほ
か
、
地
域
事
務
局
を
担
っ
て
い
る
「
中
小
企
業
省
力
化
投

資
補
助
金
」
や
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
を
広
報
し
、
多
く

の
企
業
の
皆
様
に
ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
稼
ぐ
力
の

向
上
に
向
け
た
流
れ
を
加
速
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
本
会
は
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
よ
り
昭
和

31
年
１
月
の
創
設
以
来
、
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
70
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
70
周
年
を
契
機
と

し
て
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
皆
様
か
ら
頼
り
に
さ

れ
る
存
在
と
し
て
の
価
値
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
政
府
の
責
任
あ
る
積
極
財
政
に
よ
る
経
済
対

策
の
効
果
な
ど
に
よ
り
緩
や
か
な
が
ら
も
景
気
の
回
復
が
見

込
ま
れ
、
賃
上
げ
と
投
資
が
牽
引
す
る
成
長
型
経
済
へ
の
移

行
を
確
実
な
も
の
と
す
る
重
要
な
年
に
な
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
９
月
か
ら
10
月
に
ア
ジ
ア
競
技
大
会
、
ア
ジ

ア
パ
ラ
競
技
大
会
が
当
地
で
開
催
さ
れ
、
大
き
な
経
済
効
果

も
期
待
で
き
ま
す
。

　

当
会
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
背
景
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

会
員
皆
様
方
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
多
様
な
主
体
と

の
連
携
を
図
る
な
ど
支
援
機
能
を
強
化
し
、
県
内
唯
一
の
中

小
企
業
等
連
携
組
織
支
援
の
専
門
機
関
と
し
て
「
頑
張
る
中

小
企
業
の
応
援
団
」
の
自
負
の
も
と
、
お
役
に
立
て
る
事
業

を
し
っ
か
り
と
展
開
で
き
る
よ
う
役
職
員
一
同
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

４
月　

理
事
会

５
月　

総
合
・
金
融
・
税
制
・
商
業
・
労
働
・
工
業
委
員
会

６
月　

第
70
回
通
常
総
会

７
月　

�

愛
知
県
大
会
実
行
委
員
会
、
事
業
継
続
支
援
セ
ミ

ナ
ー

８
月　

�

情
報
連
絡
員
会
議
、
中
小
企
業
Ｉ
Ｔ
支
援
事
業
「
Ａ

Ｉ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」

９
月　

�

愛
知
県
大
会
実
行
委
員
会
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度

適
正
化
事
業
講
習
会
、
組
合
事
務
初
任
者
講
習
会

10
月　

�

第
74
回
中
小
企
業
団
体
愛
知
県
大
会
、
事
業
環
境
変

化
対
応
型
支
援
事
業
講
習
会

11
月　

�

大
会
決
議
実
現
促
進
委
員
会
、
人
材
養
成
事
業
セ
ミ

ナ
ー
、
中
小
企
業
関
連
施
策
等
講
習
会

12
月　

年
末
懇
親
会
、
人
材
養
成
事
業
セ
ミ
ナ
ー

１
月　

�

新
年
祝
賀
会
、小
企
業
者
組
織
化
指
導
事
業
講
習
会
、

組
合
実
務
講
習
会

２
月　

情
報
連
絡
員
会
議

３
月　

理
事
会
、
組
合
年
度
末
会
計
処
理
講
習
会

右
記
他
、
通
年
で
専
門
家
派
遣
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

令
和
７
年
度
の
主
な
事
業
一
覧

令和７年度を振り返って
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中央会ニュースクリップ

組合決算期の諸手続きについて組合決算期の諸手続きについて
　３月末に決算を迎える組合も多いことと思います。そこで、組合の総会（又は総代会）までの手続の流れを
まとめました。
　なお、詳細については、同封の資料をご参照ください。

通常総会前後の諸手続き

●本会ホームページにも様式例を掲載しております。ご参照ください。
●ご不明な点等ございましたら、本会各担当者までご相談ください。

法定脱退 自由脱退

事業年度末

出資の
変更登記

持分の
払い戻し

監査

理事会

通常総会の招集

通常総会

理事会

決算関係書類
及び

事業報告書の
備置き

脱退の申出や出資金額等の
変更がある場合

役員選挙がない場合

９０日前までに※

４週間以内 ２ヶ月
以内※

２週間
以上

１０日
以上

通常総会の
２週間前までに

通常総会の１０日前までに
到達するように※

招集通知に加え、理事会の承認を受けた
決算関係書類、事業報告書及び
監査報告の提供

１.決算関係書類の提出
２.税務申告

１.決算関係書類の提出
２.税務申告
３.代表理事の変更登記
４.役員変更届
５.税務当局等への異動届

役員選挙がある場合

※定款の定めにより異なる場合があります。
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中小企業トピックス

愛知県信用保証協会からのお知らせ
愛知県信用保証協会とは…
　中小企業・小規模事業者のみなさまが、金融機関から事業に必要な資金の融資を

受けるとき、その保証人となり、借入れをスムーズにする公的機関です。

　また、事業についてのご相談をお受けしているほか、さまざまな経営支援に取り

組み、中小企業・小規模事業者のみなさまをサポートしています。

 相談窓口の設置
　事業者のみなさまからの金融相談・経営相談全般に対応しています、お気軽にご相談
ください。
　フリーダイヤル　0120-454-754（受付時間：平日午前９時から午後５時まで）
　ホームページには、24 時間相談受付が可能な Web 相談フォームも設置しています！

イメージキャラクター
えじねこ

セミナー開催情報などを
お知らせしています。

 ホームページ　　公式ＳＮＳ（Ｘ）

　　　　　　　　※愛知県信用保証協会の利用があるかたが対象です。
  ・McSS 経営診断
　日本最大級の中小企業データベースに基づく経営診断システムを活用した
　「McSS 経営診断報告書」により、財務面の「強み」「弱み」を知ることができます。
  ・資金繰り表作成支援
　資金の推移を「見える化」するため、本協会職員が資金繰り表の作成をお手伝いします。
　完成した資金繰り表を活用したご相談や、フォローアップも実施しています。
  ・ロカベン策定支援
　�経営状況を把握するためのツール「ローカルベンチマーク」を活用し、本協会の専門チーム

が自社の収益性、健全性などの「見える化」をお手伝いします。
  ・専門家に相談したい
　本協会の職員が、お客様の経営課題をお伺いし、最適な支援メニューを提案します。
　�中小企業診断士による診断、各分野の専門家（行政書士、公認会計士、デザイナー、フォトグラファーなど）によ

るアドバイス、弁護士による相談、他機関への紹介などを実施しています。

　中小企業・小規模事業者のみなさまに本協会の経営支援の取組みを知っていただき、早め早めの経営改善や事業再
生につなげることを目的として、経営支援の内容をまとめた事例をホームページで公開しています。

  運送業Ａ社　少ない負担で「やるべきこと」をみつける‼
    ～運送事業者が専門家の提案を実践し、ドライバーの賃上げにつなげた事例～

  サウナ業Ｂ社　ブームに左右されない「ファンマーケティング」の実践
    ～老舗サウナ事業者が Web マーケティング手法に活路を見出すことで
    　事業承継における後継者のプレッシャーを解消し、売上アップにつなげた事例～

  カフェＣ社　伝え方の工夫で、お客様の「食べたい！」を引き出す
    ～創業間もない飲食店事業者がフードコーディネーターによるアドバイスを実践し、
    　客単価の向上等につなげた事例～

詳しくはこちら！

詳しくはこちら！

相談フォームはこちら↓

 【経営支援】経営に関するさまざまな課題の解決を外部の専門家とともにサポートしています！

専門家とともに取り組んだ経営支援事例を公開しています！
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内田俊宏の経済トレンド
中
東
情
勢
の
先
行
き
不
透
明
感
で
株
価
乱
高
下

　

日
本
時
間
の
２
月
28
日
、
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ

ラ
ン
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
。
攻
撃
直
前
の
東
京
株
式
市
場

は
、
次
期
日
銀
審
議
員
の
人
事
案
を
好
感
し
、
終
値
ベ
ー
ス

で
５
万
８
８
５
０
円
ま
で
上
昇
し
、
最
高
値
を
更
新
し
て
い

た
。
し
か
し
、
攻
撃
開
始
後
の
週
明
け
３
月
２
日
以
降
の
３

営
業
日
で
日
経
平
均
株
価
は
４
６
０
０
円
以
上
も
下
げ
、
終

値
で
５
万
４
２
４
５
円
と
ほ
ぼ
衆
院
選
前
の
水
準
ま
で
下
落

し
た
。
翌
日
以
降
の
相
場
は
下
げ
止
ま
っ
て
い
る
が
、
中
東

情
勢
の
緊
迫
化
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
神
経
質
な
相
場
展
開

が
続
い
て
い
る
。
米
国
と
イ
ラ
ン
に
よ
る
ス
イ
ス
・
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
で
の
核
協
議
が
合
意
に
至
ら
ず
、
い
つ
軍
事
衝
突
が

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
事
実
上
封
鎖
の
影
響

　

日
本
経
済
に
と
っ
て
の
懸
念
事
項
は
、
原
油
輸
送
に
重
要

な
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
事
実
上
封
鎖
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
は
世
界
で
消
費
さ
れ
る
原
油
の
２
割
が
通
過
す

る
海
上
輸
送
の
要
衝
で
、
日
本
が
輸
入
す
る
原
油
は
９
割
以

上
を
中
東
に
依
存
し
て
お
り
、
日
本
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
海
峡
で
あ
る
。
日
本
国
内
に
は
約
250
日
分
の
石
油
備
蓄
が

あ
り
、
す
ぐ
に
は
供
給
不
安
に
つ
な
が
ら
な
い
が
、
海
峡
封

鎖
が
長
期
化
す
れ
ば
原
油
輸
送
へ
の
影
響
も
不
可
避
で
供
給

面
の
不
安
が
顕
在
化
す
る
。

　

イ
ラ
ン
は
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃
へ
の
報
復
と
し

て
、
中
東
の
米
軍
基
地
だ
け
で
な
く
、
湾
岸
諸
国
の
石
油
施

設
へ
の
攻
撃
も
行
っ
て
お
り
、
世
界
的
に
も
原
油
の
安
定
供

給
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
原
油
市
場
で
は
価
格
上
昇

圧
力
が
高
ま
っ
て
お
り
、
原
油
市
場
で
は
そ
れ
ま
で
１
バ
レ

ル
＝
70
ド
ル
弱
の
水
準
で
推
移
し
て
い
た
ド
バ
イ
原
油
の
現

物
価
格
が
90
ド
ル
台
に
乗
せ
て
い
る
。
す
で
に
３
割
以
上
も

高
騰
し
て
い
る
が
、
今
後
１
バ
レ
ル
100
ド
ル
台
に
乗
せ
る
の

も
時
間
の
問
題
だ
ろ
う
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
は
企
業
や
家
計
の
重
し
に

　

原
油
高
に
よ
る
輸
入
額
の
増
加
に
よ
っ
て
、
日
本
の
貿
易

収
支
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
外
国
為
替
市
場
で
は
円

売
り
圧
力
が
高
ま
る
可
能
性
が
高
い
。
円
安
基
調
は
輸
出
企

業
の
業
績
改
善
に
は
プ
ラ
ス
だ
が
、
米
国
は
最
高
裁
で
違
法

と
さ
れ
た
相
互
関
税
の
代
わ
り
に
一
律
関
税
10
％
を
さ
ら
に

15
％
に
引
き
上
げ
る
構
え
を
見
せ
て
い
る
。
関
税
の
影
響
は

そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
ら
な
い
と
み
て
い
る
が
、
海
峡
封
鎖
が

長
期
化
す
れ
ば
、
中
東
市
場
向
け
の
輸
出
の
減
少
だ
け
で
な

く
、
世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
自
動
車
の
世
界
販
売
台

数
へ
の
影
響
な
ど
も
懸
念
さ
れ
る
。
一
方
、
原
油
高
に
よ
っ

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
需
要
が
増
加
し
、
日
本
車
シ
ェ
ア
が

上
昇
す
る
メ
リ
ッ
ト
も
想
定
さ
れ
る
。

　

家
計
に
と
っ
て
は
、
よ
う
や
く
下
が
っ
て
き
た
ガ
ソ
リ
ン

価
格
が
再
び
上
昇
に
転
じ
た
こ
と
が
懸
念
材
料
で
あ
る
。
原

油
価
格
の
高
騰
は
国
内
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
に
直
結
し
、
昨
年

末
ま
で
に
廃
止
し
た
暫
定
税
率
（
１
リ
ッ
ト
ル

あ
た
り
25.1
円
）
の
引
き
下
げ
効
果
が
消
失
す
る

可
能
性
も
出
て
き
て
い
る
。
火
力
発
電
中
心
の

日
本
で
は
電
気
・
ガ
ス
料
金
の
上
昇
に
も
つ
な

が
り
、
３
月
ま
で
の
政
府
補
助
が
終
了
す
れ

ば
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
低
下
に
つ
な
が
る
だ

ろ
う
。
物
価
高
は
、
実
質
賃
金
の
プ
ラ
ス
転
換

と
持
続
性
の
ハ
ー
ド
ル
と
な
る
が
、
国
内
備
蓄

も
限
ら
れ
る
た
め
、
需
要
調
整
の
た
め
補
助
金

の
延
長
は
継
続
さ
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
だ
ろ

う
。

中
東
情
勢
の
収
束
見
通
し
と
今
後
の
影
響

　

出
口
戦
略
が
見
え
な
い
中
東
情
勢
は
、
緊
迫

化
し
た
状
態
が
長
期
化
す
る
様
相
も
懸
念
さ
れ

る
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
当
初
、
戦
闘
期
間
を

４
～
５
週
間
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
期
間
設
定

は
、
３
月
末
か
ら
４
月
初
め
に
開
催
予
定
の
米

中
首
脳
会
談
に
向
け
て
短
期
間
で
収
束
を
見
通

し
、
中
国
と
の
デ
ィ
ー
ル
（
取
引
）
を
優
位
に

進
め
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
国
は

世
界
最
大
の
原
油
輸
入
国
で
あ
り
、
中
国
国
内

に
は
約
180
日
分
の
国
内
備
蓄
が
あ
る
と
推
計
さ

れ
る
が
、
海
峡
封
鎖
の
影
響
を
日
本
以
上
に
受

け
る
の
は
中
国
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
中
東

情
勢
が
長
期
化
し
た
場
合
、
11
月
に
控
え
る
米

中
間
選
挙
が
視
野
に
入
る
。
イ
ラ
ン
の
次
期
指

導
者
選
出
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
自
身
が
関
与

し
、
秋
ま
で
に
支
持
率
を
回
復
で
き
る
か
が
焦

点
と
な
る
。

　

ド
ル
高
が
進
行
し
や
す
い
米
国
で
は
原
油
高

の
影
響
も
緩
和
さ
れ
る
一
方
、
円
安
が
進
み
や

す
い
日
本
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
を
中
心
に
物

価
上
昇
圧
力
が
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

国
内
備
蓄
の
放
出
は
最
終
手
段
で
あ
り
、
価
格

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
り
需
要
を
抑
制
す
る
方
向
に

向
か
う
可
能
性
が
高
い
。
春
闘
の
賃
上
げ
率
が

高
水
準
と
な
り
、
早
期
に
実
質
賃
金
が
プ
ラ
ス

に
転
換
し
て
も
、
そ
の
プ
ラ
ス
を
維
持
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券入社。93 年東海総合研究所（現三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティン
グ（株））研究員。02 年 4 月 UFJ 総合研究所主任研究員。02 年 4 月名古屋大学経済学部附属国際経済動態研究センター客員研究員。06 年１月三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング（株）調査部シ
ニアエコノミスト。15 年 4 月（株）十六総合研究所客員研究員（現任）。15 年 4 月中京大学経済学部客員教授（現任）、19 年 4 月学校法人梅村学園常任理事（現任）、21 年 5 月（株）壱番屋（COCO 壱番）
社外取締役（現任）。ニュース番組などのコメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋市、名古屋港管理組合などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。

米米･･

以
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
の
影
響

以
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
の
影
響

中
京
大
学

中
京
大
学  

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田
内
田  

俊
宏
俊
宏
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景況天気図

愛知県の景況の推移（前年同月比）

全国の景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
①繊維・同製品（毛織物）：整理屋が少なくなり、早めに織らな
いと納期に間に合わない。今は春夏物で仕事は少ない。暖冬の
影響で秋冬物も多くはなかったが、次のシーズンは受注が多く
なりそうである。
②印刷（印刷）：原材料費の値上げがあり、人件費の負担増によ
り収益は悪化している。取引先への価格転嫁を進めてきたが、
採算の取れない案件は受注を断るなど、業務の見直しも必要に
なってきた。
③電気機器（電気機器）：商談案件が減り、営業売上は低調推移
で当面回復見通しがない。大口顧客からの受注案件が乏しいこ
ともあり、小口案件に注力している。年度末に向けて工場在庫
整理も進めている。
【非製造業】

①小売業（化粧品）：売上が過去最悪の状況であると言われてい
ます。寒さのせいで、店頭販売が主流の業界では、来客がない！
②建設業（左官）：人手不足で仕事が取れない。週休２日が浸透
し工期が長くなって、労働するにはよくなったが、冬季作業で
の残業時間超過が懸念される。
③運輸業（軽貨物）：引越シーズンに入り問い合わせが増えてき
たが、一般客の対応は時間が掛かり作業時間が読めないためセー
ブしている。手いっぱいで対応が難しい。

【製造業】
①食料品：低価格帯のお茶が大幅に不足しており、新春販売会
にて通常価格以上の値段で取引されている。
②印刷（茨城県・総合印刷）：年賀状じまいをした企業は 58.1％
に上るという結果が出ているなど、ペーパーレス化が進んでい
ることが伺える。
③電気機器（静岡県・電気機械器具）：全国的な暑さによるルー
ムエアコンの好調もあり２年連続プラス。１月生産は電気冷蔵
庫は販売低迷によりマイナスだったが、家庭用エアコンは寒さ
到来により販売は好調に推移。
【非製造業】

①小売業（山口県・化粧品）：コスト増による物価高の影響が大
きく影響している。値上げラッシュはまだまだ続く見通しで、
専門店を続けていくのは大変厳しい状況。
②建設業（秋田県・電気工事）：記録的な降雪により現場環境が
悪化し、工事の中止等が発生している。屋外作業は除雪作業か
ら開始せざるを得ず、作業効率の低下が生じている。
③運輸業（栃木県・貨物自動車運送）：貨物量の減少が目立つ一
方、小口配送が多頻度となり積載率が低下し、コスト増となっ
ている。運転手不足と残業時間規制により期日に届けられない
こともある。

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10＜DI＜＋10

やや悪化
−30＜DI≦−10

悪　化
DI≦−30

この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の景
況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2026 年 1 月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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はじめてのテレワーク

2025 年度現在、テレワークに必要なスキルは多様化しており、単なるＩＴリテラシーだけでなく、自己管理
能力やコミュニケーション力など、働き方そのものに関わるスキルが重視されています。以下に、代表的なス
キルとその背景をまとめました。

  ＊テレワークに必要なスキル

  ＊まとめ

・時間管理、タスク管理、モチベーション維持などが求められます。
・出社がない分、業務の進捗を自分でコントロールする力が重要です。

・対面でのやり取りが減るため、チャットやメール、Ｗｅｂ会議での明確な意思疎通が必要です。
・雑談や感情の共有も意識的に行うことで、チームの一体感を保てます。

テレワークでは「見えない働き方」が前提となるため、見える化・信頼構築・成果重視がキーワードにな
ります。これらのスキルは、個人だけでなくチーム全体の生産性や満足度にも直結します。

ハイブリッドワークやＡＢＷ （Activity Based Working）など、働く場所や時間が変化する中で、柔軟に
対応できる力が求められます。

・�オンライン会議ツール （Zoom, Teams など）、 クラウド共有 （Google Drive, OneDrive など） タスク管理
ツール（Trello, Asana など）の操作スキル。

・セキュリティ意識も重要で、ＶＰＮや多要素認証の理解が求められます。

プロセスよりも成果が重視される傾向が強まり、目標設定と達成に向けた行動力が必要です。

１.  自己管理能力

２.  コミュニケーション力

５.  柔軟性と適応力

３.  ＩＴリテラシー

４.  成果志向・アウトプット重視

誰もが安心していきいきと働く。「仕事と生活が調和した社会」の実現の為に誰もが安心していきいきと働く。「仕事と生活が調和した社会」の実現の為に

第 51 回 テレワークに必要なスキルについて第 51 回 テレワークに必要なスキルについて

〒 450-0002
愛知県名古屋市中村区名駅 4-4-38
ウインクあいち（愛知県産業労働センター）17 階
TEL：052-581-0510
E-MAIL：aichi-telework@pasona.co.jp

（本事業は、愛知県より株式会社パソナが受託し、運営しています。）

最新情報はＳＮＳでもご紹介しています！

　　  @aichiteleworksupportcenter

　　  @aichi_telework

　　  @aichi_telework

 URL：https://www.aichi-telework.pref.aichi. jp
営業時間：月～金 午前 9 時 30 分～午後 6 時
　　　　　　　土 午前 10 時～午後 5 時
　　　　※日祝日、年末年始（12/29 ～ 1/3）を除く
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●在職老齢年金の支給停
止基準額の引き上げ

令和８年４月施行

出所：日本年金機構

厚生年金が支給停止となる基準額を、月 51 万円 → 65 万円へ引き上げ
【改正後の年金支給額の計算方法（月額）】

１．基本月額と総報酬月額相当額との合計が 65 万円※以下の場合

　    全額支給
２．基本月額と総報酬月額相当額との合計が 65 万円※を超える場合

　    基本月額 －（基本月額＋総報酬月額相当額 － 65 万円※）÷２
　　※令和８年度の支給停止調整額

●離婚時の年金分割

令和８年４月施行

民法における離婚時の財産分与請求権の除斥期間が現行の２年から５年に伸長されるこ
とに伴い、離婚時の年金分割の請求期限についても現行の２年以内から５年以内に伸長
する。

●障害者の法定雇用率の
引上げ

令和８年７月施行

出所：厚労省

障害者の法定雇用率が段階的に引き上げられます。

※障害者を雇用しなければならない対象事業主には、以下の義務があります。
◆毎年６月１日時点での障害者雇用状況のハローワークへの報告
◆障害者の雇用の促進と継続を図るための「障害者雇用推進者」の選任（努力義務）

● 愛知県の最低賃金（1,140 円）
● 令和７年 12 月度　有効求人倍率 1.21（全国：1.19）
	 　　    （厚生労働省 R8.1.30 発表　就業地別）

●令和８年４月から雇用保険料率が変更される予定です。

●令和８年度の労災保険率（令和７年度から変更ありません）

●令和８年４月から年金制度等が改正されます。

Profile

1964 年生まれ。（有）エーアイ　取締役社長、特定社会保険労務士　キャリアコンサルタント　両立支援コーディネーター　大手自動車部品
メーカーに入社、その後会計事務所を経て、独立。得意のＩＴスキルを活かし、ＷＥＢデーターベース、アプリ開発、人事コンサルティン
グを行うとともに、独）中小機企業盤整備機構でアドバイザーとして活動を行う。６次産業先導士、一般社団法人　日本あいさつ検定協会　
代表理事、主な著書　あいさつをデザインする「新あいさつ運動活用マニュアル」　現在では「人手不足」「賃上げ」「働きがい改革」をテー
マにした支援に取り組んでいます。愛知県農業経営・就農サポート推進事業専門家

　　　　　　　　　　　   おやまだ　 まさよし
社会保険労務士　小山田　政義

出所：職業安定分科会雇用保険部会（第 208 回　令和７年 12 月 19 日）

社会保険労務
士

小山田政義の
令和８年度の法令改正令和８年度の法令改正

令和７年度 令和８年度（案）

雇用保険料率（全体） 1.45％ 1.35％

（内訳）

失業等給付費等充当徴収保険率 0.7％ 0.6％

育児休業給付費充当徴収保険率 0.4％ 0.4％

二事業日充当徴収保険率 0.35％ 0.35％

被保険者負担分 0.05%、事業主負担分 0.05% の引き下げの予定

令和５年度 令和６年４月 令和８年７月

民間企業の法定雇用率 ２.7％ ２.5％ ２.7％

対象事業主の範囲 43.5 人以上 40.0 人以上 37.5 人以上

特集　令和８年度の法令改正



中央会あいち　2026 年 3 月　 8

インフォメーション

おしらせ

東海・北陸ブロック中小企業青年中央会研修会が開催されました！

第 23 回 JAPAN YARN FAIR が開催されました！
（愛知県撚糸工業組合）

Kapilialoha  Hula  Dance  Show が開催されます！
（協同組合フラ指導者支援ネットワーク）

「KNIT」祭りが開催されました！
（愛知県ニット工業組合）

　２月６日、７日の２日間にわたり、名古屋ニット会館にて「KNIT」祭りが
開催されました。
　自転車競技の別府匠氏と組合が共同開発したサイクリングアパレル『アミ
ラーリエ』の展示があり、業界関係者やマスコミ等も訪れました。
　『アミラーリエ』では、和紙糸など、天然素材を利用したサイクリングシャ
ツや靴下、サコッシュなどを展開しており、今春にクラウドファンディング
での販売を視野に準備を進めています。

　２月 19 日、20 日の２日間で「JAPAN YARN FAIR ＆ THE BISHU　～糸と尾
州の総合展～」が開催されました。
　世界三大毛織物産地の一つである「尾州」を舞台に、全国から紡績メーカー
や繊維関連企業が一堂に会するイベントであり、愛知県撚糸工業組合の他、
繊維商社など多くの企業や団体が出展しており、各ブースにおいて事業者に
よる製品の展示や情報発信、提案が行われていました。
　また、一般向けイベント「THE BISHU ～糸と尾州の総合展～」では、尾州
製品の販売会や特別トークショーなどが開催され、多くの来場者でにぎわい
ました。

　３月 29 日、「Kapilialoha  Hula  Dance  Show」が開催されます。名古屋
のフラダンススクール「カピリアロハ・ハワイアンアカデミー」によるフラ
ダンスショーであり、色鮮やかな衣装と、心癒される踊りによる華やかなス
テージが楽しめます。申込詳細は公式ホームページまたはインスタグラムを
ご確認ください。
　　　　　　　　　  ― チケット料金 ―
　　　　　　　ＳＳ席　8,000 円（お弁当付）　　　　公式ＨＰ　　　　インスタグラム
　　　　　　　　　　　6,500 円（お席のみ）
　　　　　　　　Ｓ席　6,000 円
　　　　　　　　Ａ席　5,000 円
　　　　　　　　Ｂ席　4,000 円

　２月 20 日、名古屋ガーデンパレスにて東海・北陸ブロック中小企業青年中
央会研修会が開催されました。本研修は東海・北陸ブロック中小企業青年中
央会（愛知・岐阜・三重・石川・富山）の連携強化、若手経営者の資質向上
並びに組織リーダー育成の一環として、毎年実施されています。
　本年度は愛知県が主催県であり、スノーフレイク・コンサルティング合同
会社　の中島正博氏を講師に招き、「中小企業のためのＡＩ活用戦略 - 明日か
ら始める経営革新」をテーマにご講演いただきました。
　昨今のトレンドである「生成ＡＩ」について、実践を交えながらの解説に加え、
参加者の質問に対してその場でＡＩソリューションを実演するライブコンサル
ティングのセッションも行われ、満足度の高い研修会となりました。



※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
※「中央会あいち」に掲載する広告を募集しています。
　お問合せ：情報調査部　TEL : 052－485－6811
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こちらから
ご覧頂けます
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